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■ 委員会審査報告／議会傍聴                  

■ 表決結果一覧 ／討論     

■ これ、知っちょった？  　　　　 

 「こばカフェ２０２４」を開催しました

■ 一般質問  

■ 語り継ぐ小林の歴史

■ 松嶺 勇一 議員のイチオシ！！   

 

 

「はなみずき」の花言葉には「私の想いを受けとめてください」という意味があります。

また、小林市にあふれる「花・水・木」など、いろいろな思いが込められています。
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小林市朗読友の会の皆さん

（松嶺議員のイチオシ！！より）
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◆畜産の担い手育成

◆高齢者施設等の非常時に備えを

　　各施設に対する当該補助の周知期間は。
　　国への事業計画書の締切を考慮し、約３週間とした。

Q

A

　本年９月にセンター１階の研修室及び社会福祉協議会
須木支所の空調設備が故障したため、据置式の空調設備
に取り替えるもの。

　　故障後の状況は。
　　高温時に冷房の効きが悪いときは、１階ロビー
に扇風機を設置し、両室に冷風を送り込むことで対
応した。

Q

A

　認知症高齢者グループホーム及び小規模多機能型居宅
介護事業所の非常用自家発電設備の整備に要する経費を
補助するもの。

　地域ぐるみの担い手育成事業として牛舎建築等に取り
組んでいるが、建築資材等の高騰、地盤改良に係る経費
及び追加工事が発生したため、その費用を市が宮崎県農
業振興公社に負担金として支払い、農家から同額を分担
金として徴収するもの。

委員会
審査報告市民厚生

委員会

◆通信ネットワークの調査

　ＧＩＧＡスクール構想が目指す、個別最適な学びと協
働的な学びの一体的充実には、高速通信ネットワークが
不可欠で、市内６校の調査を実施するもの。

　　現在のネットワーク環境は。
　　月１回のアップデートの際には、通信速
度が遅くなる。今後支障が出る可能性がある
ため、当該事業を行うものである。

Q

A

◆持続可能な農業実現のために

　多様な人材が働きやすい環境づくりに向けた取組に係
る宿泊施設等の改修費の一部を県から市が受け入れ、市
を通して農業法人へ補助するもの。 

経済産業
委員会

◆子どもの居場所づくり

　　利用者が減少した要因は。
　　地域の子育て支援環境の整備や社会情勢の変化によ
り、子どもたちの居場所が多種多様化していることが主
な要因と考えている。

Q

A

　中央児童センター及び西小林児童センターを来年度から
市の直営方式で管理運営する。

◆委員からの意見◆

　利用者に不便が生じないよう、適切な管理運営に努められたい。

　　海外からの就労者も含まれるのか。
　　多様な人材の参画が事業の目的であり含まれる。

Q

A

　　当初見積では見込めなかったのか
　　工事を進める中で新たに発生した費用と農家の要望
による追加の費用が必要となった

Q

A

議
会
傍
聴

11 月 28 日
←感想文

　

11
月
28
日
に
小
林
こ
す
も
す
支
援
学

校
高
等
部
の
生
徒
21
名
の
皆
さ
ん
が
議

会
傍
聴
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

　

傍
聴
の
感
想
文
を
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

12
月
定
例
会
で
は
次
の
議
案
13
件
を
委
員
会
に
付
託
し
審
査
し
ま
し
た
。
ま
た
、
開
会
日
ま
で
に
提
出

の
あ
っ
た
請
願
２
件
に
つ
い
て
、
市
民
厚
生
委
員
会
に
付
託
し
審
査
し
ま
し
た
。

　
　

■
一
般
会
計
、
特
別
会
計　

４
件　

■
条
例
改
正
・
廃
止　

２
件　

　
　

■
指
定
管
理
者
の
指
定　

７
件

　

な
お
、
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）
の
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　

■
高
齢
者
施
設
等
の
非
常
用
自
家
発
電
設
備
の
整
備
に
要
す
る
経
費　
　

６
９
５
４
万
円

　
　

■
市
役
所
通
線
の
整
備
に
伴
う
建
物
補
償
費　
　

１
０
５
０
万
円

　
　

■
市
内
小
中
学
校
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
課
題
の
把
握
や
調
査
に
要
す
る
費
用　
　

２
０
９
万
円

【委員会での審査の結果】
　制度創設への思いは理解できるが、加齢による身体機能の低下は聴力だけに
とどまらず、その公平性の観点から加齢性難聴のみを対象とした制度創設は難
しいものと考えるなどの意見があり、採決の結果、賛成少数で不採択

◆須木ふるさとセンターの空調

【委員会での審査の結果】
　今後も慎重審査を要するとの意見があり、採決の結果、賛成多数で継続審査

総務文教
委員会

請願第 3 号　加齢性難聴者の補聴器購入助成制度の新設を求める請願

請願第 4 号　精神障がい者の医療費助成を求める請願

中央児童センター

西小林児童センター
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◎議案の内容
はこちら▶

12 月定例会の
録画配信ページ
はこちらから▶

開会日
提出議案

12 月 16 日
追加議案

令和６年第 6 回定例会   表決結果一覧
(令和６年11月26日～12月16日)
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請願
請願 3

加齢性難聴者の補聴器購入助成制度の新設を求
める請願 ● ● ○ ● ● ○ ● ● ● ● ○ ● ○ ● － ● ● ○ ● 不採択

請願 4
精神障がい者の医療費助成を求める請願
※継続審査を申し出た委員長報告に対する表決

○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ － ○ ○ ● ○
継続
審査

議案番号 議案名
表決
結果

○ : 賛成　● : 反対　欠 : 欠席　除 : 法律により採決に加われない者　－ : 議長は表決には加わらないため

◆表決の分かれた議案◆

報告案件
報告 2

専決処分の承認を求めることについて【12 月 5 日採決】
第 50 回衆議院議員総選挙に係る経費について、一般会計予算の補正を行ったもの

承認

R6 補正予算
議案 84

一般会計補正予算（第８号） 原案可決

議案 85 国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決

議案 86 介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議案 87 後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決

議案 116
【12 月 16 日追加議案】
一般会計補正予算（第９号）

原案可決

議案 117
【12 月 16 日追加議案】

国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）
原案可決

議案 118
【12 月 16 日追加議案】

西諸地域介護認定審査事業特別会計補正予算（第２号）
原案可決

議案 119
【12 月 16 日追加議案】

介護保険事業特別会計補正予算（第３号）
原案可決

議案 120
【12 月 16 日追加議案】

後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第４号）
原案可決

議案 121
【12 月 16 日追加議案】

水道事業会計補正予算（第２号）
原案可決

議案 122
【12 月 16 日追加議案】

下水道事業会計補正予算（第２号）
原案可決

議案 123
【12 月 16 日追加議案】

農業集落排水事業会計補正予算（第２号）
原案可決

議案 124
【12 月 16 日追加議案】

病院事業会計補正予算（第３号）
原案可決

条例関係
議案 88

公の施設に関する条例の一部改正
小林市児童センターの管理運営の方法を見直すための改正

原案可決

議案 89
シルバーランド望峰の里の設置及び管理に関する条例の廃止
公の施設としての用途を廃止し、業務及び財産を現指定管理者に移譲するため、条例を廃止するもの

原案可決

議案 125
【12 月 16 日追加議案】

一般職の職員の給与に関する条例及び一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正
原案可決

議案 126
【12 月 16 日追加議案】

常勤の特別職の職員の給与に関する条例の一部改正
原案可決

議案 127
【12 月 16 日追加議案】

病院事業管理者の給与等に関する条例の一部改正
原案可決

議案 128
【12 月 16 日追加議案】

市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正
原案可決

議案 129
【12 月 16 日追加議案】

病院企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部改正
原案可決

議案番号 議案名 表決結果

◆全会一致の議案◆

その他
議案 90 ～ 96

指定管理者の指定
・バイオマスセンター
・市営牧場
・野尻町総合交流ターミナル
・野尻湖多目的広場
・出の山淡水魚水族館及び出の山名水ホタル広場
・野尻町高齢者活動促進施設
・野尻町有機センター

原案可決

人事案件
議案 97
　　　～ 115

農業委員会の委員の任命【12 月 5 日採決】
・瀬戸山 博好 （せとやま ひろよし）氏
・上仮屋 博（うえかりや ひろし）氏
・田原 尚紀（たわら なおき）氏
・新田 敏文（しんでん としふみ）氏
・小畠 利春（こばた としはる）氏
・谷之木 信弘（たにのき のぶひろ）氏
・大部 実男（だいぶ じつお）氏
・大山 竹子（おおやま たけこ）氏
・下沖 秀人（しもおき ひでと）氏
・種子田 勝（たねだ まさる）氏
・高田 春男（たかだ はるお）氏
・河野 雄二（かわの ゆうじ）氏
・池井 周造（いけい しゅうぞう）氏
・棚橋 道夫（たなはし みちお）氏
・石川 文男（いしかわ ふみお）氏
・吉村 昭生（よしむら あきお）氏
・長瀬 茂弘（ながせ しげひろ）氏
・松田 まり子（まつだ まりこ）氏
・東原 安雄（ひがしばる やすお）氏

同意

R5 決算
議案 66

水道事業会計決算の認定
※継続審査を申し出た委員長報告に対する表決

継続審査

陳情
陳情 1

小林市議会議員定数等の見直しを求める陳情
※継続審査を申し出た委員長報告に対する表決

継続審査

議案番号 議案名 表決結果

請願第３号　加齢性難聴者の補聴器購入助成制度の新設を求める請願

原 勝信 議員
国に対し早急な公的補助制度の創設を強く願う。難聴以外の疾患との平等性を図る必要性や、新年度の予算方針
がマイナス 10％シーリングで本市で取り組める状況にあるか、公益性及び公平性の観点と財政状況からの判断
を強く求める。

反対討論

前田 隆博 議員
経済的な負担軽減のため、一部助成を求めるもの。補聴
器は高額で、補助があれば購入を諦めている方々の新た
な一歩を踏み出すきっかけになり、個人だけでなく地域
全体の活性化にもつながる。高齢者の生活の質を守る。

徹底討論 

能勢 誠 議員
「勝手耳とは言われたくない」。聞こえづらさは、家族や
友人との会話を減らし、孤立や認知症リスクを高める。
しかし、補聴器は高額で手が届かない方も多いのが現状。
生活の質と尊厳を守るため、請願に賛成する。

大迫 みどり 議員
加齢性難聴になると社会参加がしづらく孤独や孤立の問
題を抱える。補聴器の利用は認知機能・生活の改善につ
ながる。誰もが年齢を重ねれば聞こえが悪くなり生活に
支障を来す。補聴器を購入しやすいように制度の創設を。

橋本 律子 議員
市民厚生委員会を傍聴したが、不採択の理由が「財源」「疾
病との平等性」など、市長の言い分と同じだった。そも
そも財源など具体的に考えるのは当局の仕事。議員は多
数の市民の声（2349 筆の署名）の代弁者であるべき。

賛成討論
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こ
れ

、知
っちょっ

た
？

こばカフェ 2024

を開催しました

10 月 15 日（火） 
小林中校区：中央公民館 
参加者数：14 名 

10 月 16 日（水） 
東方中校区：東方研修館 
参加者数：18 名 

10 月 17 日（木） 
三松中校区：内侍塚農村環境改善センター 
参加者数：13 名 

10 月 23 日（水） 
須木中校区：ふるさとセンター 
参加者数：19 名 

10 月 25 日（金） 
紙屋中校区：やすらぎ荘 
参加者数：14 名 

10 月 15 日（火） 
野尻中校区：
いきいきコミュニティセンター  
参加者数：９名 

10 月 21 日（月） 
西小林中校区：西小林地区公民館 
参加者数：21 名 

10 月 24 日（木）　
永久津中校区：永久津小学校　
参加者数：12 名　

▲各会場の様子
　　（動画）

　

意
見
交
換
会
で
出
さ
れ
た

意
見
は
、
広
報
広
聴
委
員
会

に
お
い
て
各
会
場
の
担
当
議

員
か
ら
の
報
告
書
を
受
け
、

関
連
す
る
委
員
会
ご
と
に
割

り
振
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
各
委
員
会
に
お

い
て
、
ご
意
見
の
内
容
を
精

査
し
、
集
約
・
分
析
・
整
理

を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

特
に
市
民
の
方
か
ら
意
見

の
多
か
っ
た
公
共
交
通
の
問

題
や
ご
み
処
理
の
在
り
方
に

つ
い
て
は
議
員
間
で
討
議
を

行
う
テ
ー
マ
に
設
定
し
、
政

策
提
言
に
つ
な
げ
て
い
け
る

よ
う
、
今
後
議
論
を
重
ね
て

い
く
所
存
で
す
。

　

そ
の
他
の
ご
意
見
に
つ
い

て
も
、
委
員
会
審
査
等
の
議

会
活
動
に
生
か
し
て
い
き
ま

す
。

　

詳
細
な
内
容
に
つ
い
て

は
、
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
報

告
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

・「
小
林
市
の
将
来
に
向
け

て
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
共

有
し
て
ア
イ
デ
ア
を
自
由
に

語
れ
て
良
か
っ
た
。

・
そ
れ
ぞ
れ
の
世
代
か
ら

色
々
な
考
え
、
意
見
が
出
て

良
か
っ
た
。

・
地
域
の
問
題
を
再
認
識
で

き
た
。

な
ど
、
参
加
し
て
良
か
っ
た

と
の
ご
意
見
を
た
く
さ
ん
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
こ
ば
カ
フ
ェ
」

に
つ
い
て
、

・
も
っ
と
多
く
の
人
が
参
加

で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
て
欲

し
い
。

・
年
に
数
回
開
催
し
て
ほ
し

い
。

・
出
さ
れ
た
意
見
が
市
政
に

反
映
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す

る
。

と
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
意
見
交
換
会
で
の

市
民
意
見
が
ど
の
よ
う
に
生

か
さ
れ
て
い
る
の
か
、
市
民

の
方
々
に
見
え
る
よ
う
、
今

後
の
広
報
活
動
に
努
め
る
と

と
も
に
、
次
回
の
開
催
に
向

け
て
、
よ
り
よ
い
参
加
者
募

集
の
方
法
や
実
施
方
法
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　

小
林
を
よ
り
住
み
や
す
く
、
よ

り
元
気
に
す
る
た
め
、
今
年
度
も

市
民
の
皆
さ
ん
と
の
意
見
交
換
会

「
こ
ば
カ
フ
ェ
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

10
月
15
日
～
25
日
の
間
で
、
市

内
９
地
区
に
分
れ
て
開
催
し
、
延

べ
１
２
５
名
の
皆
さ
ん
に
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

貴
重
な
ご
意
見
を
た
く
さ
ん
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
そ
の
一
部

と
意
見
交
換
会
の
様
子
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

【
市
民
か
ら
の
ご
意
見
（
抜
粋
）】

 

・
高
齢
者
の
移
動
手
段
確
保 

 

・
ご
み
分
別
の
高
齢
者
の
負
担
軽

減

 

・
子
育
て
家
族
対
策
と
し
て
の
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
充
実

 

・
道
路
の
安
全
対
策

 

・
防
犯
灯
の
設
置
ル
ー
ル
の
あ
い

ま
い
さ

 

・
災
害
時
の
避
難
所
の
毛
布
な
ど

の
備
品

 

・
子
ど
も
を
中
心
と
し
た
祭
り
や

地
域
行
事
の
企
画

な
ど
に
つ
い
て
ご
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

10 月 24 日（木） 
細野中校区：南部いろり村 
参加者数：５名 

▲実施報告書



　
　

　
　

現
在
の
取
組
内
容
は
。

　
　

経
営
所
得
安
定
対
策
を
は
じ

め
、
農
業
後
継
者
や
新
規
就
農
者 

支
援
、
担
い
手
育
成
・
確
保
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
毎
年
20
名
程
度

の
方
が
就
農
さ
れ
、
小
林
市
総
合

計
画
に
掲
げ
る
目
標
値
を
上
回
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
支
援
が
で
き

て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　

認
定
農
業
者
の
育
成
は
。

　
　

農
業
経
営
改
善
支
援
推
進
指

導
員
２
名
を
配
置
し
、
農
業
経
営

及
び
技
術
全
般
に
関
す
る
指
導
や

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

農
業
後
継
者
に
意
欲
を
持
っ

て
も
ら
う
た
め
の
研
修
会
等
の
実

施
状
況
は
。

　
　

認
定
農
業
者
会
が
支
援
し
、

全
国
農
業
担
い
手
サ
ミ
ッ
ト
へ
の

参
加
や
役
員
に
よ
る
研
修
、
支
部

ご
と
の
研
修
等
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

地
域
計
画
策
定
の
進
捗
状
況

は
。

　
　

令
和
７
年
３
月
末
ま
で
に
40

地
区
を
策
定
す
る
予
定
で
、
現
在

33
地
区
で
地
域
の
話
し
合
い
を
実

施
し
て
お
り
、
残
り
の
地
区
も
令

和
６
年
12
月
末
ま
で
に
は
実
施
す

る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
10
年
後

の
策
定
地
図
は
今
年
度
末
ま
で
に

作
成
す
る
。

　
　

地
域
農
業
の
将
来
を
見
据
え

て
の
農
家
基
本
台
帳
作
成
は
。

　
　

計
画
を
策
定
し
た
地
域
を
対

象
に
、
後
継
者
の
有
無
や
今
後
の

耕
作
な
ど
の
意
向
を
確
認
で
き
る

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
予
定
で

あ
る
。

　
　

　
　

運
動
施
設
の
環
境
整
備
と
施

設
の
現
状
、
維
持
管
理
は
。

　
　

公
共
施
設
の
計
画
的
な
修

繕
、
更
新
・
集
約
化
等
に
よ
る
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進
し
、
負
担
軽

減
、
平
準
化
の
推
進
を
ミ
ッ
シ
ョ

ン
に
、
計
画
的
な
維
持
管
理
と
し

て
市
民
が
安
心
安
全
に
利
用
で
き

る
よ
う
老
朽
化
し
た
公
共
施
設
の

維
持
管
理
に
努
め
て
い
る
。

　
　

市
民
体
育
館
正
面
玄
関
の
階

段
に
は
手
す
り
が
な
い
。
ま
た
、

１
段
目
と
２
段
目
、
３
段
目
の
高

さ
が
違
う
。
今
後
手
す
り
の
設
置

を
行
う
予
定
は
。

　
　

高
齢
者
等
に
は
玄
関
左
側
の

ス
ロ
ー
プ
を
案
内
し
て
い
る
。
建

設
か
ら
50
年
経
過
し
て
い
る
が
、

こ
れ
ま
で
手
す
り
の
要
望
は
な

か
っ
た
。
引
き
続
き
安
全
性
や
利

便
性
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

　
　

三
ヶ
野
山
運
動
広
場
の
ベ
ン

チ
は
、
以
前
の
台
風
で
屋
根
が
飛

ば
さ
れ
た
状
態
で
あ
る
。
修
繕
の

予
定
は
。

　
　

一
塁
側
の
ベ
ン
チ
に
屋
根
が

な
い
た
め
、
簡
易
テ
ン
ト
を
２
張

り
倉
庫
に
準
備
し
、
利
用
者
に
は

そ
れ
で
対
応
し
て
も
ら
っ
て
い

る
。
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
利
用
は

無
料
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
保
護
者

が
率
先
し
て
整
備
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
。
今
後
も
利
用
さ
れ
る
団

体
と
協
議
し
な
が
ら
整
備
し
て
い

く
。

　
　

須
木
運
動
広
場
（
須
木
グ
ラ

ウ
ン
ド
）
は
、
土
日
は
主
に
少
年

野
球
チ
ー
ム
が
、
平
日
は
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
で
利
用
さ
れ
て

い
る
が
、
デ
コ
ボ
コ
が
多
く
見
ら

れ
、
利
用
者
の
け
が
や
事
故
に
つ

な
が
り
か
ね
な
い
状
況
。
ま
た
、

野
球
の
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
支
柱
は
、

さ
び
、
腐
敗
、
金
具
で
補
強
さ
れ

て
い
る
な
ど
、
大
変
危
険
な
状
況

に
あ
り
、
老
朽
化
し
て
い
る
。
早

急
に
整
備
で
き
な
い
か
。

　
　

バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
は

利
用
者
か
ら
要
望
が
あ
り
、
優
先

的
に
ネ
ッ
ト
の
損
傷
部
分
の
修
繕

を
行
い
、
安
全
面
の
確
保
に
努
め

た
と
こ
ろ
で
、
支
柱
の
部
分
は
業

者
に
対
応
を
依
頼
し
て
い
る
。
グ

ラ
ウ
ン
ド
は
利
用
団
体
に
よ
る
整

備
が
行
わ
れ
る
予
定
で
、
そ
の
際

に
砂
土
等
を
市
が
供
給
し
て
共
同

で
対
応
す
る
。

　
　

市
内
小
・
中
学
校
の
ト
イ
レ

の
洋
式
化
率
は
。

　
　

小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
が

日
常
的
に
使
用
す
る
ト
イ
レ
は
、

男
女
と
も
、
１
か
所
の
ト
イ
レ
に

１
基
以
上
の
洋
式
ト
イ
レ
を
全
て

の学
校
に
お
い
て
設
置
し
て
い
る
。

ト
イ
レ
箇
所
数
に
対
す
る
洋
式
化

率
は
、
小
・
中
学
校
合
わ
せ
て
、

70
・
９
％
。
体
育
館
や
外
の
ト
イ

レ
な
ど
、
残
り
は
財
源
を
確
保
し

な
が
ら
進
め
て
い
く
。　
　

82024/12 はなみずき

須木運動広場の整備を

問

野球バックネット支柱の状況

はなみずき№ 719

市運動施設の管理状況

認定農業者の育成支援

新規就農者の育成支援を
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問答

答
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く
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コ

チ

ラ

◀

詳

し

く

は

コ

チ

ラ

◀

詳

し

く

は

コ

チ

ラ

◀

農
業
振
興
の
現
状
は

答

問答

公共の運動施設

答 問
　

  

… 

質
問

　

  

… 

答
弁

　

  

… 

意
見

意

　議員が日ごろの議員活動を通して疑問に感じていることや改めたいこと、
実現すべきことについて質問・提案し、市長・部長等が答弁します。
　12 月定例会では 13 人の議員が質問しました。
　※一般質問者の各ＱＲコードから、録画配信を YouTube
( ユーチューブ）でご覧いただくことができます。

一 般 質 問
市民の声を市政へお届け

創
そうせい

生こばやし
金
かねまつ

松 勲
いさお

 議員

創
そうせい

生こばやし
舞
ま い た

田 重
しげはる

治 議員

北
きたきりしませいしんかい

霧島政新会
 野

の だ

田 利
としのり

典 議員

問答問答

問答

問答

学
校
ト
イ
レ
の
整
備
状
況

※一般質問後、
手すりが設置さ
れました。



　
　

　
　

　
　

令
和
８
年
３
月
の
開
設
で
あ

る
が
、
担
当
課
の
人
員
配
置
は
。

　
　

業
務
あ
っ
て
の
人
員
配
置
が

前
提
。
拠
点
施
設
で
担
当
す
る
業

務
の
詳
細
が
固
ま
っ
て
か
ら
具
体

的
な
検
討
に
入
る
。
拠
点
施
設
に

限
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い

て
効
果
的
で
効
率
的
に
事
業
を
執

行
で
き
る
体
制
と
な
る
よ
う
配
置

し
て
い
く
。

　
　

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
協

議
の
進
捗
状
況
は
。

　
　

６
つ
の
部
会
を
設
置
し
、
協

議
を
続
け
て
い
る
。
令
和
６
年
12

月
下
旬
に
は
一
つ
の
方
針
を
決
定

す
る
。

　
　

施
設
内
の
案
内
表
示
は
。

　
　

利
用
者
が
分
か
り
や
す
い
案

内
表
示
を
し
て
い
く
。

　
　

拠
点
施
設
の
名
称
は
。

　
　

部
会
で
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

に
つ
い
て
は
協
議
し
て
い
る
。
事

業
者
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
場
合

は
、
市
民
に
公
募
し
て
愛
称
的
な

施
設
名
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　

管
理
体
制
は
。

　
　

31
名
の
従
業
員
体
制
で
管
理

し
て
い
る
。
ま
た
、
温
泉
の
井
戸

ポ
ン
プ
等
は
、
業
者
が
３
か
月
に

１
回
、保
守
点
検
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

か
じ
か
の
湯
の
状
況
は
。

　
　

温
泉
の
く
み
上
げ
が
で
き
な

い
状
況
。
原
因
を
調
査
し
、
復
旧

に
向
け
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　

市
民
に
親
し
ま
れ
る
健
康
の

ま
ち
小
林
の
代
表
的
な
温
泉
施

設
。
早
期
改
修
が
須
木
地
区
の
活

性
化
に
な
る
と
考
え
る
。

　
　

　
　

小
林
市
バ
イ
オ
マ
ス
セ
ン

タ
ー
に
あ
る
家
畜
排
せ
つ
物
等
を

利
用
し
た
発
電
施
設
は
落
雷
で
停

止
し
た
ま
ま
で
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
推
進

の
観
点
か
ら
も
必
要
と
考
え
る

が
、
再
稼
働
の
予
定
は
。

　
　

畜
産
農
家
の
離
農
や
規
模
縮

小
に
よ
り
家
畜
排
泄
物
の
減
少
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
セ
ン

タ
ー
の
円
滑
な
運
営
の
た
め
、
他

の
施
設
に
つ
い
て
も
一
体
的
な
修

繕
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら

に
食
品
系
廃
棄
物
の
利
用
に
関
す

る
仕
組
み
の
構
築
に
時
間
を
要
し

て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
再
稼
働

で
き
て
い
な
い
。
今
年
度
、
小
林

市
バ
イ
オ
マ
ス
活
用
推
進
計
画
等

を
改
定
予
定
で
あ
る
。
先
進
的
な

技
術
や
事
例
を
参
考
に
バ
イ
オ
マ

ス
資
源
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
、

調
査
研
究
を
進
め
て
い
く
。

　
　

ご
み
集
積
場
の
生
ご
み
バ
ケ

ツ
は
、
大
き
な
蓋
で
女
性
は
開
け

に
く
い
、
虫
の
発
生
や
匂
い
で
早

朝
に
出
せ
な
い
と
い
う
声
が
あ
る

が
、
解
決
で
き
な
い
か
。

　
　

全
国
で
は
生
ご
み
の
排
出
方

法
は
袋
が
主
流
だ
が
、
専
用
袋
だ

と
市
民
に
経
済
的
な
負
担
が
発
生

す
る
。
ま
た
堆
肥
化
に
も
影
響
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
改
善
に

向
け
調
査
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

■
合
併
の
経
緯
と
そ
の
後

■
自
治
体
間
格
差
に
つ
い
て

■
文
化
財
に
つ
い
て

　
　

　
　

本
市
の
高
齢
化
率
が
40
％
近

く
に
な
り
、
運
転
免
許
証
の
返
納

等
で
移
動
手
段
の
確
保
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
が
、
市
は
ど
う
認
識

し
て
い
る
か
。

　
　

近
年
地
元
ス
ー
パ
ー
な
ど
の

閉
店
、
撤
退
が
相
次
い
で
い
る
。

須
木
地
区
で
は
、
す
き
商
工
会 

に
宅
配
サ
ー
ビ
ス
事
業
費
補
助
金

を
交
付
し
、
買
物
が
困
難
な
住

民
の
利
便
性
の
向
上
を
図
っ
て 

い
る
。
野
尻
地
区
で
は
、
２
事
業

所
が
移
動
販
売
の
事
業
を
実
施
し

て
お
り
、
１
事
業
所
は
小
林
地
区

の
東
方
地
区
と
永
久
津
地
区
も
巡

回
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
各
団

体
が
有
償
助
け
合
い
事
業
や
買
物

付
添
い
、
買
物
代
行
等
を
実
施
し

て
い
る
。
ま
た
、
市
は
事
業
所
支

援
と
し
て
、
金
融
機
関
と
連
携
し

た
特
別
融
資
制
度
の
運
用
等
の
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

　
　

出
会
い
・
お
見
合
い
イ
ベ
ン

ト
の
効
果
と
今
後
の
計
画
は
。

　
　

各
イ
ベ
ン
ト
で
複
数
の
カ
ッ

プ
ル
が
成
立
し
て
お
り
、
参
加
者

の
出
会
い
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
後
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
市
の
観
光
地
や
食
に
関
す

る
感
想
も
多
く
あ
り
、
出
会
い
の

部
分
以
外
に
も
波
及
効
果
が
あ

る
。
引
き
続
き
、
民
間
の
力
を
借

り
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　

佐
賀
県
武
雄
市
で
は
、
お
結

び
課
を
設
け
、
市
が
出
会
い
の
場

づ
く
り
に
直
接
取
り
組
ん
で
い

る
。本
市
で
の
実
現
を
提
案
す
る
。

エネルギーとごみ分別

さらに住みよい小林に

バイオマスセンターの様子

佐賀県武雄市のお結び課のパンフ

答 問

問答

答

102024/12 はなみずき
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難
聴
者
が
自
立
し
て
生
活
す

る
に
は
補
聴
器
が
必
要
。
し
か
し

あ
ま
り
に
高
額
な
補
聴
器
を
買
え

る
人
と
買
え
な
い
人
が
い
る
。

市
か
ら
助
成
は
で
き
な
い
か
。

　
　

国
に
対
し
て
公
的
補
助
制
度

の
創
設
を
要
望
し
て
い
る
。

　
　

令
和
６
年
２
月
以
降
に
補
聴

器
購
入
助
成
自
治
体
は
１
１
４
も

増
え
て
い
る
。
ど
う
思
う
か
。

　
　

増
え
て
い
る
な
と
思
う
し
、

必
要
な
部
分
だ
と
思
う
。
国
に
支

援
を
要
望
し
て
い
く
。

　
　

そ
の
後
、「
勉
強
と
検
討
」

は
進
ん
で
い
る
か
。

　
　

９
月
に
「
補
聴
器
購
入
助
成

を
求
め
る
会
」
か
ら
要
望
が
出
さ

れ
、
現
状
把
握
や
事
例
の
調
査
研

究
を
行
っ
た
。

　
　

以
前
示
し
た
と
お
り
、
補
聴

器
購
入
助
成
に
か
か
る
費
用
は
年

額
で
約
３
０
０
万
円
程
度
。
財
源

は
な
い
こ
と
は
な
い
と
思
う
が
、

財
源
問
題
以
外
で
導
入
を
た
め
ら

う
理
由
が
あ
る
の
か
。

　
　

財
源
、
お
金
が
な
い
か
ら
と

言
っ
た
覚
え
は
な
い
。
他
の
疾
患

と
の
平
等
性
を
図
る
必
要
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　

同
じ
難
聴
者
で
あ
り
な
が
ら

お
金
の
あ
る
な
し
で
、
聞
こ
え
を

取
り
戻
す
人
と
あ
き
ら
め
る
人
が

い
る
。
そ
れ
こ
そ
不
平
等
で
は
な

い
か
。
制
度
創
設
を
求
め
る
請
願

書
の
署
名
２
３
０
０
人
超
の
声
に

応
え
る
、
市
長
の
英
断
を
望
む
。
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あとは市長の英断だけ

新体育館の建設工事始まる

ここまで来ている補聴器助成

問

問答 問 答

答

新体育館建設に向けて

詳

し

く

は

コ

チ

ラ

◀

詳

し

く

は

コ

チ

ラ

◀

答

問 補
聴
器
購
入
に
助
成
を

問答

問

出
会
い
支
援

健
幸
の
ま
ち
づ
く
り
拠
点
施
設

す
き
む
ら
ん
ど
の
現
状

答

問

意

意

答

北
きたきりしませいしんかい

霧島政新会
 髙

た か の

野 良
よしふみ

文 議員

立
りっしんかい

新会
小
お が わ

川 真
まこと

 議員

　日
にほんきょうさんとう

本共産党　
橋
はしもと

本 律
り つ こ

子 議員

問 答

市
民
に
寄
り
添
う
分
別
を

買
い
物
困
難
地
域
の
解
消
を

問

問 答

意

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー

答

問

立
りっけんみんしゅとう

憲民主党
竹
たけうち

内 龍
りゅういちろう

一 郎 議員



　
　

健
康
保
険
証
の
廃
止
は
国
民

皆
保
険
制
度
の
根
幹
を
揺
る
が
す

大
問
題
と
思
う
が
。

　
　

国
の
責
任
で
不
安
の
解
消
や

理
解
を
求
め
て
い
く
こ
と
が
重
要

と
考
え
て
い
る
。

　
　

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
が
進

ま
な
い
要
因
は
。

　
　

通
常
の
保
険
証
が
ま
だ
使
え

る
た
め
、
利
用
率
が
伸
び
て
い
な

い
と
考
え
る
。

　
　

電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
は

５
年
。
更
新
し
な
い
と
無
保
険
に

な
る
の
で
は
。

　
　

失
効
後
３
か
月
は
シ
ス
テ
ム

を
通
じ
た
資
格
確
認
が
で
き
る
。

そ
の
後
は
資
格
確
認
書
を
交
付
す

る
。

　
　

マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
た
な
い

人
へ
の
対
応
は
。

　
　

現
行
の
保
険
証
の
期
限
前
に

資
格
確
認
書
を
交
付
す
る
。

　
　

保
険
証
の
廃
止
は
撤
回
す
べ

き
と
思
う
が
。

　
　

色
々
問
題
点
が
あ
る
と
思
う

が
、
国
が
こ
の
方
針
で
進
め
て
い

る
。窓
口
で
し
っ
か
り
対
応
す
る
。

　
　

高
齢
者
が
地
域
で
暮
ら
し
続

け
る
上
で
の
課
題
は
。

　
　

日
常
生
活
に
お
け
る
健
康

面
・
金
銭
管
理
面
な
ど
の
課
題
や

不
安
を
抱
え
る
世
帯
が
多
い
。

　
　

介
護
認
定
者
の
実
態
は
。

　
　

３
割
が
老
老
介
護
の
状
況
。

　
　

訪
問
介
護
事
業
所
に
お
け
る

課
題
は
。

　
　

ヘ
ル
パ
ー
の
高
齢
化
等
で
人

員
確
保
が
困
難
で
あ
る
こ
と
。

　
　

　
　

　
　

当
初
予
算
編
成
に
当
た
っ
て

は
、
行
財
政
の
効
率
化
と
基
盤
強

化
を
追
求
し
、
歳
入
に
見
合
う
財

政
構
造
へ
の
転
換
に
向
け
、
健
全

な
財
政
運
営
の
徹
底
に
努
め
、
創

意
と
工
夫
を
持
っ
て
あ
ら
ゆ
る
方

策
を
探
り
、
最
小
の
経
費
で
最
大

の
効
果
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
。

　
　

基
本
方
針
に
あ
る
市
民
ニ
ー

ズ
に
即
し
た
効
率
的
・
効
果
的
な

事
業
と
は
何
か
。

　
　

市
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

多
様
化
や
少
子
高
齢
化
の
進
展
、

物
価
高
騰
な
ど
、
そ
の
時
々
の
社

会
情
勢
や
市
民
に
と
っ
て
何
が
必

要
で
ど
の
よ
う
な
施
策
が
求
め
ら

れ
て
い
る
の
か
を
把
握
し
た
上

で
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
効

率
的
か
つ
効
果
的
な
事
業
を
選
択

し
、
財
源
を
そ
こ
に
集
中
し
て
い

く
と
い
う
こ
と
。

　
　

シ
ー
リ
ン
グ
を
か
け
る
か
。

　
　

４
年
ぶ
り
に
マ
イ
ナ
ス
シ
ー

リ
ン
グ
を
か
け
、
各
部
局
に
お
い

て
事
業
の
内
容
や
優
先
度
な
ど
を

精
査
す
る
。

　
　

今
後
の
不
登
校
対
策
は
。

　
　

校
内
に
お
け
る
新
た
な
学
び

場
の
設
置
や
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
自
宅
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
学

習
の
体
制
を
整
え
て
い
る
。

　
　

学
べ
る
環
境
と
し
て
、
明
る

い
広
々
と
し
た
場
所
、
安
心
安
全

に
学
べ
る
場
所
、
先
生
た
ち
が
生

き
生
き
と
子
ど
も
と
向
き
合
え
る

環
境
、
多
様
な
学
び
の
場
を
作
っ

て
も
ら
い
た
い
。

資格確認書で今後も受診できる

明るく広々とした場所で学習を

答

答 問
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詳

し

く

は

コ

チ

ラ

◀

詳

し

く

は

コ

チ

ラ

◀

答 問

答答

問

地
域
福
祉
と
介
護
制
度
充
実

答 問

問答 問答

問答

課題多いマイナ保険証
　
　

　
　

指
定
管
理
者
か
ら
業
務
の
見

直
し
依
頼
や
相
談
は
。

　
　

昨
今
の
物
価
高
騰
へ
の
対
応

や
人
員
確
保
等
の
相
談
、
ま
た
老

朽
化
し
た
施
設
の
備
品
の
修
繕
や

更
新
の
依
頼
が
あ
っ
た
。

　
　

基
本
協
定
書
の
業
務
実
施
に

係
る
市
の
確
認
事
項
の
欄
に
「
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施
と
利
用
者
満

足
度
調
査
等
を
行
う
」
と
な
っ
て

い
る
が
、
そ
の
効
果
は
。

　
　

各
所
管
課
で
定
期
的
に
指
定

管
理
者
と
確
認
や
協
議
を
し
て
お

り
、
要
望
等
が
あ
っ
た
場
合
は
、

状
況
を
十
分
聞
き
取
っ
た
上
で
、

個
別
に
対
応
し
て
い
る
。

　
　

ゆ
～
ぱ
る
の
じ
り
の
宿
泊
施

設
の
再
開
に
つ
い
て
、
市
民
か
ら

強
い
要
望
が
あ
る
が
、見
通
し
は
。

　
　

新
し
い
取
締
役
体
制
で
議
論

も
さ
れ
て
い
る
。
市
で
も
十
分
検

討
し
な
が
ら
、
再
開
に
向
け
議
論

を
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　

宮
崎
県
地
域
公
共
交
通
計
画

を
踏
ま
え
た
、
公
共
交
通
の
利
便

性
向
上
と
維
持
確
保
の
取
組
は
。

　
　

宮
崎
県
バ
ス
利
用
促
進
協
議

会
に
参
加
し
、
よ
り
効
果
的
な
利

用
促
進
策
の
協
議
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
高
齢
者
向
け
企
画
乗

車
券
に
よ
る
利
用
促
進
、
地
域
間

幹
線
バ
ス
路
線
の
見
直
し
、
交
通

と
福
祉
の
連
携
の
調
査
研
究
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
　

多
様
性
の
あ
る
公
共
交
通
計

画
を
。

　
　

　
　

　
　

　
　

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
は
子

育
て
や
虐
待
、
貧
困
、
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
な
ど
メ
ー
ル
で
相
談
で
あ

る
が
、
そ
の
対
応
で
良
い
か
。
週

１
回
の
時
間
外
相
談
や
月
２
回
日

曜
日
の
窓
口
対
応
な
ど
、
配
慮
が

必
要
で
は
。

　
　

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
相

談
時
間
は
、
市
の
就
業
時
間
内
と

な
っ
て
い
る
。
時
間
外
は
担
当
者

に
連
絡
が
行
く
体
制
と
な
っ
て
お

り
、
土
日
夜
間
も
個
別
の
ケ
ー
ス

を
含
め
、
対
応
で
き
て
い
る
。

　
　

小
児
救
急
患
者
搬
送
数
は
。

　
　

17
歳
ま
で
の
子
供
の
令
和
５

年
搬
送
数
は
、
え
び
の
市
、
高
原

町
を
含
み
１
８
０
人
。
医
療
機
関

の
受
入
状
況
は
、
西
諸
管
内
が

58
％
、
管
外
が
42
％
の
状
況
。

　
　

小
児
か
か
り
つ
け
医
に
つ
い

て
家
庭
調
査
は
行
っ
て
い
る
の

か
。
ど
の
課
が
把
握
さ
れ
て
い
る

の
か
。

　
　

母
子
保
健
分
野
に
お
い
て
、

か
か
り
つ
け
医
を
持
つ
家
庭
の
割

合
に
関
す
る
数
字
は
把
握
し
て
い

な
い
が
、
各
種
健
診
等
で
そ
の
必

要
性
を
説
明
し
、
状
況
を
把
握
し

て
い
る
。

　
　

市
立
病
院
は
中
核
病
院
の
た

め
、か
か
り
つ
け
医
に
な
れ
な
い
。

把
握
す
る
こ
と
で
早
め
の
予
防
対

策
に
つ
な
が
る
の
で
は
。

　
　

か
か
り
つ
け
医
を
持
つ
こ
と

の
重
要
性
は
認
識
し
て
い
る
。
か

か
り
つ
け
医
を
持
っ
て
も
ら
う
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

小児かかりつけ医現状

住民が憩う場であり続けるために

小児かかりつけ医を持ちましょう

問

問答問 答

答

指定管理施設の相談事

詳

し

く

は

コ

チ

ラ

◀

詳

し

く

は

コ

チ

ラ

◀

答 問

問答

問

変
化
す
る
社
会
情
勢
へ
の
対
応

地
域
公
共
交
通

答 問

意

答

立
りっしんかい

新会
押
おうりょうじ

領司 剛
つよし

 議員

日
にほんきょうさんとう

本共産党
大
おおさこ

迫 みどり 議員

創
そうせい

生こばやし
原
はら

 勝
かつのぶ

信 議員

立
りっしんかい

新会
松
まつみね

嶺 勇
ゆういち

一 議員

子
ど
も
支
援

問意

母
子
保
健
及
び
小
児
医
療

問

答

令和７年度予算編成は

問答

問答問答

お
し
え
て

こ
す
モ
～

豆
辞
典

シ
ー
リ
ン
グ
と
は
、
予
算
編
成
に

お
け
る
概
算
要
求
枠
の
こ
と
で
、

予
算
請
求
等
（
の
増
し
分
）
の
、

こ
れ
以
上
高
く
し
て
は
な
ら
な
い

と
い
う
限
度
の
こ
と
。

◆
豆
辞
典

資料提供 : 全国保険医団体連合会
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～
島し

ま
づ
と
よ
ひ
さ

津
豊
久
と
堤
地
区
の
歴
史
～

語
り
継
ぐ
小
林
の
歴
史
シ
リ
ー
ズ 
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（
参
考
文
献
：
こ
ば
や
し
の
戦
国
も
の
が
た
り

　

         

～
島
津
と
伊
東
の
陣
取
り
合
戦
～
）

　
　
　

取
材
・
編
集
：
能
勢　

誠
／
永
野　

雅
己

　

１
６
０
０
年
の
関せ
き
が
は
ら

ヶ
原
の
戦

い
で
、
島
津
家
の
武ぶ
し
ょ
う将

、
島

津
豊
久
は
勇ゆ
う
か
ん敢

に
戦
い
命
を
落

と
し
ま
し
た
。
こ
の
出
来
事
に

よ
っ
て
彼
が
治お
さ

め
て
い
た
領
地

は
奪う
ば

わ
れ
、
家か
し
ん臣
た
ち
は
住
む

場
所
を
失
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
家
臣
た
ち
は
新
た

な
生
活
の
地
と
し
て
小
林
市
堤

地
区
に
移
り
住
む
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
　

　
　

こ
れ
か
ら
の
本
市
を
担
う
人

材
の
育
成
と
確
保
は
。
ま
た
、
ど

の
様
な
人
材
が
求
め
ら
れ
る
か
。

　
　

こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
速
度
で
社
会
が
変
化
し
て
い

く
。
新
し
い
事
を
学
ぼ
う
と
す
る

意
欲
で
あ
っ
た
り
、
新
し
い
知
識

や
技
術
を
身
に
付
け
る
為
の
学
び

方
を
備
え
て
い
る
人
材
が
求
め
ら

れ
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
効
果
的
に
活
用

し
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
求
め
ら

れ
る
力
を
育
ん
で
い
く
。

　
　

指
導
す
る
教
育
者
や
教
育
環

境
の
整
備
は
。

　
　
「
子
ど
も
た
ち
の
最
大
の
教

育
環
境
は
教
師
」。
主
体
的
に
学

び
続
け
る
教
師
へ
の
支
援
、
子
ど

も
た
ち
の
多
様
な
学
び
に
必
要
な

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
整
備
を
進
め
る
。

　
　

地
域
社
会
と
の
つ
な
が
り
で

豊
か
な
心
を
育
む
こ
と
も
必
要
で

は
。

　
　

子
ど
も
た
ち
に
夢
や
希
望
を

持
っ
て
も
ら
い
、
持
続
可
能
な
小

林
の
担
い
手
に
な
っ
て
欲
し
い
。

多
様
な
市
民
と
関
わ
り
、
地
域
と

共
に
あ
る
学
校
づ
く
り
に
努
め

る
。

　
　

新
た
に
農
業
に
従
事
す
る
際

の
情
報
が
少
な
い
。
長
野
県
阿
智

村
の
取
組
を
参
考
に
し
て
は
。

　
　

イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り
理
解
し

や
す
い
。
移
住
関
連
部
署
と
も
連

携
し
、
本
市
で
農
業
を
始
め
た
い

方
へ
の
情
報
発
信
を
進
め
た
い
。

　
　

　
　

読
み
書
き
を
中
心
と
し
た
学

び
が
困
難
な
学
習
障
害
（
Ｌ
Ｄ
）

は
、
特
に
軽
度
の
場
合
は
見
過
ご

さ
れ
や
す
い
。
幼
少
期
に
お
け
る

早
期
発
見
の
具
体
的
な
取
組
は
。

　
　

発
達
障
害
に
よ
る
困
難
を
抱

え
る
子
ど
も
や
成
人
は
増
加
傾
向

と
捉
え
て
お
り
、
早
期
発
見
、
適

切
な
療
育
支
援
に
つ
な
ぐ
こ
と
は

重
要
。
学
習
障
害
に
つ
い
て
は
、

就
学
後
に
見
つ
か
る
こ
と
が
多

く
、
就
学
前
の
幼
児
期
で
は
見
つ

か
り
に
く
い
。

　
　

県
の
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
は
、
ど
の
よ
う
に
つ
な
い

で
い
る
の
か
。

　
　

独
自
の
特
別
支
援
教
育
ア
セ

ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
で
確
認
し
、
校

内
で
の
研
修
や
保
護
者
と
の
面
談

を
通
し
て
、
関
係
機
関
等
に
つ
な

い
で
い
る
。

　
　

学
習
障
害
の
あ
る
子
ど
も
の

多
様
な
学
び
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

　
　

書
く
こ
と
に
困
難
の
あ
る
生

徒
に
は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
利
用
し

た
り
、
文
書
を
読
む
こ
と
に
困
難

の
あ
る
児
童
に
は
教
職
員
が
読
み

上
げ
を
す
る
な
ど
、
丁
寧
な
対
応

を
行
っ
て
い
る
。

　
　

成
人
の
方
々
へ
の
支
援
は
。

　
　

Ｌ
Ｄ
に
特
化
し
た
支
援
や
計

画
等
は
な
い
。
発
達
障
害
全
般
に

対
し
支
援
が
重
要
だ
と
考
え
て
い

る
。特
に
就
労
支
援
に
つ
い
て
は
、

県
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
今
後

も
支
援
を
進
め
て
い
く
。

学習障害への支援拡充

必要とされる人材の育成と確保を

切れ目のない支援体制構築

問

答 問

詳

し

く

は

コ

チ

ラ

◀

詳

し

く

は

コ

チ

ラ

◀

答 問

答答

人
材
の
育
成
と
確
保

答問 問答

問答問

答

小林未来人材ビジョン

新
しんせいかい

生会
能

の せ

勢 誠
まこと

 議員

立
りっしんかい

新会
堀
ほり

 研
け ん じ ろ う

二郎 議員

早
期
発
見
と
支
援
強
化
を

農
業
の
担
い
手
確
保
の
戦
略

問

○議会への提言・疑問・質問などお寄せください。

○今回の「はなみずき」で関心のあることや感想が

あればお書きください。また、もっと読みたくなる

ような「アイデア」があればお寄せください。

　

堤
地
区
は
山
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
場
所
で
し
た
が
、
最
初
の
生

活
は
と
て
も
大
変
で
し
た
。
そ
れ
で
も
家
臣
た
ち
は
畑
を
作
り
、
村
を

作
り
、仲
間
と
協
力
し
な
が
ら
新
し
い
暮
ら
し
を
築き
ず

い
て
い
き
ま
し
た
。

彼
ら
の
尽
じ
ん
り
ょ
く力

は
、
地
域
の
発
展
の
土
台
と
な
り
ま
し
た
。

　

明
治
32
年
（
１
８
９
９
年
）、
関
ヶ
原
の
戦
い
か
ら
３
０
０
年
を
記

念
し
て
、
堤
地
区
に
は
「
関
ヶ
原
記き
ね
ん
ひ

念
碑
」
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
碑
は
三
松
公
民
館
の
近
く
に
あ
り
、
地
域
の
歴
史
を
伝
え
る
大
切
な

文
化
財
で
す
。
他
に
も
、
戦
争
や
皇
室
の
出
来
事
を
記
念
し
た
碑
が
立

ち
並
び
、
地
域
の
人
々
が
先
人
た
ち
の
努
力
や
功こ
う
せ
き績

を
思
い
出
す
場
所

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歴
史
の
教
え
は
、未
来
を
つ
く
る
力
に
も
な
り
ま
す
。堤
地
区
の
関
ヶ

原
記
念
碑
を
訪
お
と
ず

れ
る
こ
と
で
、
家
臣
た
ち
の
苦
労
や
努
力
、
そ
し
て
歴

史
の
大
切
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

堤地区の関ヶ原記念碑
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　今回も委員会審査報告をはじめとした議会

活動の状況を詳しく掲載しています。特集の

こばカフェでは、地域の問題や要望など、数

多くのご意見をいただきましたので、今後協

議の経過等も報告していきたいと思います。

　本年も市民の皆さんが「見やすく　読みや

すく　飽きのこない」広報紙づくりに努めて

いきます。次号もお楽しみに。

                                        　　　金松　勲

◆次の３月定例会（予定）は

386

料金受取人払

小林局承認 8 8 6 8 7 9 0
郵 便 は が き

差 出 有 効 期 間
令和7 年7 月 24日まで

（切手を貼らずにお出しください）

ご氏名(イニシャルまたはペンネームでも可）

ふりがな

ご住所

お電話 (　　　)－(　　　)－(　　　)

  小 林 市 細 野 300 番 地

　

（受取人）

切り取ってお出しください

行広報広聴委員会

小林市役所 議会事務局　

料金受取人払

小林局承認 8 8 6 8 7 9 0
郵 便 は が き

差 出 有 効 期 間
令和5年7 月 24日まで

（切手を貼らずにお出しください）

ご氏名
ふりがな

※「はなみずき」に掲載させていただく場合に、イニシャルやペンネームをご希望される場合は
ご記入ください。

ご住所

お電話 (　　　)－(　　　)－(　　　)

  小 林 市 細 野 300 番 地

　

（受取人）

切り取ってお出しください

行広報広聴委員会

小林市役所 議会事務局　

（はなみずき№ 71　2024.12 月議会号）

◎定例会の「本会議」はライブ配信し
ています。インターネット検索または
ＱＲコードからアクセスしてご覧くだ
さい。

小林市議会　動画配信 検索

議会
中継

 開 会 日

一般質問

議案質疑

 閉 会 日

◎突発的な事情等により変更となる場合があります。

･･･２月 26 日（水）

･･･２月 28 日（金）、

　  ３月３日（月）、４日（火）、５日（水）

･･･３ 月７日（金）、10 日（月）

･･･３月 24 日（月）

イチオシ !!

講
師
と
会
長
の

コ
メ
ン
ト
◀

　

小
林
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
に
は
、

12
団
体
が
加
入
さ
れ
て
お
り
、
総
勢
６
１
０
名

の
方
が
市
民
の
皆
さ
ん
に
様
々
な
形
で
心
を
配

る
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
そ
の
中
の
「
小
林
市
朗
読
友
の
会
」

の
皆
さ
ん
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
ま
し
た
。

　

朗
読
友
の
会
は
昭
和
58
年
５
月
か
ら
活
動
を

始
め
、
現
在
、
会
員
24
名
で
広
報
こ
ば
や
し
、

お
し
ら
せ
、
議
会
だ
よ
り
の
文
字
を
音
に
訳
し

て
録
音
し
た
Ｃ
Ｄ
を
視
覚
障
害
者
な
ど
に
無
償

で
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
前
に
出
る
機
会
が
あ
ま
り
な
い
と
の
こ
と

で
、
取
組
に
対
す
る
思
い
を
動
画
で
撮
影
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

取
材
に
よ
っ
て
、
音
訳
活
動
を
通
し

て
一
人
で
も
多
く
の
方
に
情
報
発
信
者

の
思
い
を
正
確
に
早
く
伝
え
る
た
め

に
、
日
々
努
力
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

　
「
一
緒
に
い
る
仲
間
の
力
と
、
聞
い

て
く
だ
さ
る
方
か
ら
の
お
手
紙
の
お
か

げ
で
成
長
で
き
る
」
と
話
さ
れ
た
姿
が

と
て
も
素
敵
で
し
た
。

会
員
の
方
々
の

コ
メ
ン
ト
◀

今
回
の
イ
チ
オ

シ
記
事
音
訳
の

様
子
◀

心を配るボランティア
議員の


